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ても良いぼど短かいけれど，其の代りに，プ・ミネンスが幾十秒目もわたって
永く見えるわけであるし，從って，叉，所謂‘ブイヤモンド・リング”の奇観
を長時間樂しむことが出來る．學術上，逓信上，共に輿味は殊更に篤きV・．コ
ロナの現れも，淡水や，其の以東の各地黒占に於いて，皆，多少違ふと思はれる．
從って，ありふれた皆既日蝕に飽きた吾々は，新しい好奇心を以って，この．淡
水から東北へ幾十キロにわたる海岸一帯を利用するととが出滞る．一しかも
之れが他の襯測隊には忘れられてみる“吾kの猫壇場”である．
　淡水の町の，果してどのあたりまで部分巨虫が見，叉，そのどのあたりからペ
イリ粒が見え，どの地黒占からコロナが，プPミネンスが，シヤド1・バンドが
見えるか！？　こんなごとなど考へながら，槻測プログラムを計書して見ると，
無限の興味がわく．
　たΨ，幾度も，くりかへしノ希望に堪へない～二とは，こんどの日蝕観測のた
めに，どこも，～二Nも，晴天に恵まれた》・一事である．（1941一六一6）
　附言露．
た．
最近，元の皇北氣象観測所長寺本貞吉氏から，下の如き通信を頂い
　拝復（中略）20年閥の統計ですと，基陵や窒北に比べまして，淡水，富貴角の方が大
分有利です．
　　　　　　　　　　　基墜　　　嚢i北　　　宮貴角　　　治水　　　彰苛烈
　　　　　　　　　　　　ロ　九月平均降雨日籔：　　　15．4　　　14．0　　　12．5　　　ユ0．6　　　　12．6
　〃　　　tf　　　　雨　　量　　　　　　245．7ミ　リ　　256．9．　　　　　159，3　　　　　225．4　　　　　　1654
倫ほ，其の時の天氣は，無論，統計では何とも言へないのですが，プロバビリティから
考へますと，上ノ上ではなくとも，中ノ上ぐらゐで，悪い方ではないと思ひます．
　無風は，終期に近くて，代り起らない時期ですが，季節風がソロ日々始まります．早
い年は九月申旬からです．初期の季節風は二三日くらみしか績かない檬で，左ほど彊く
ありませんが，空はやはbいけません．之れが心が㌧りです．武者たちの．占心も，覧れ
が重大の’問題と． vひます．當日フ僅かの時間の天目に惑まれるやう，學界のため，只管
所願して居ります．
　尚ほ，御調べずみとは存じますが，淡水宮．｛角あたりの海岸は，観測に左程不臼由は
ないと思ひます．交通は，壼北淡水間は汽車叉は自動牽，．淡水’ヤ貴角間は，道路は上等
ではありませんが，各種の自動車が逓じまゆ．（下略）
　　H長和16年6月16日　　　　　　　　寺本貞吉
　　山本一週門下
　dの寺本前所長の御手紙は，非常に吾々を喜ばすものである．是非，何等か
の成功を獲たいものである．（六月20日記）
